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2005年11月号　南の国々の障がい者の現実

NI  No.384 November 2005
Disability in the Majority World

＜内容＞
（本文は英語です）

●哀れみなんか、たくさんだ！
マジョリティー・ワールドの障がい者たちは、平
等な権利を求めている。しかし、その道のりはま
だまだ遠い。

●悪夢から抜け出せるか
障がい者の、特に女性には、過酷な差別と偏見、
それに伴う暴力までが待ち受けている。ジンバ
ブエのGladys Charowaが体験を語る。

●松葉づえと共に生きる
多くの困難に挫折しながらも、その時々で自分の決意を忘れずに進む。
そうやって何とか道を切り開いてきたバングラデシュのMosharraf 
Hossainの体験について。

●多方面から働きかけろ
門前払いだった行政にねばり強くかけあい、一般市民からの支援もとり
つけ、市中の縁石に傾斜をつけさせることに成功した運動について、
Tomas Hernandezがマナグア（ニカラグア）から報告する。

●南の国々の障がい者 ― その事実

●精神障がい者と周囲の対応
精神障がいに最初から理解を示す人はそう多くはない。村落では特にそ
れが顕著で、しかも適切なケアと治療も難しい。タンザニアのPili Akiliと
スリランカのAmarakoon Disanayakaの例を見てみよう。

●人生は毎日が勉強
村でただ1人の盲目の教師、Latha Janet。普通の子どもたちと一緒に教
育を受け、多くの人々に支えられながら成長してきた彼女は、豊かな経
験に根ざした教育を行っている。インドからの報告。

●あふれ出る可能性
きちんとした教育を受ければ、子どもたちの可能性はやがて開花するだ
ろう。その若い芽の様子を撮った。

●苦闘を強いられている障がい者
ウガンダ政府は、障がい者の割合が世界で最も高い政府である。しかし、
その実態は……。

●積極的に生きる
女性の外見が特に重視されるマッチョなコロンビア社会では、障がい者
の女性は二重の厳しい差別に耐えなければならない。しかしBeatriz 
Satizabalは、積極的に自分らしく考えて行動することで、自分の殻を破り、
周りにも影響を及ぼすことができると語る。

***その他、世界の情勢を伝えるニュースやリポートも掲載***

NI-Japan　No.72  2005年11月号

南の国々の障がい者の現実
＜内容＞

(本文は日本語、一部英語です)

＜NI本誌記事の翻訳＞

● （NI p2-5の翻訳）

＜Reporting from Japan＞

●私のために生きたい
～日本で幸せな障がい者になるために

障がい者の女性として受けてきた二重の差別につい
て、そしてその差別を克服するために携わってきた運
動について安積遊歩氏に聞いた。

●全国自立生活センター協議会（JIL）とパキスタンの
マイルストーン・ライフ自立生活センター

～国境を超えたパートナーシップ

ライフ自立生活センター立ち上げの経緯とその活動
について。

●日本国内の障害者団体の
情報など

＜Information＞

●次号のご案内、NI読解講座
の報告、編集後記など

＜Country Profile＞

●「世界の国のプロフィール
―モロッコ」

哀れみなんか、たくさんだ！

NI（英語版、A4サイズカラー、約40ページ）と日本編集のNI-
Japan(日本語、A4サイズモノクロ、12ページ)をセットでお届け
します。

【年間購読（1･2月号は合併号のため年11回発行）】
1年間　10,500円(送料、消費税込み)
2年間　19,000円(送料、消費税込み)

【お試し用最新号またはバックナンバー】
1,000円(送料、消費税込み)

＜お問い合わせ・お申し込み＞

有限会社インティリンクス

〒193-0843　東京都八王子市廿里町46-2　　　Tel / Fax：0426-29-4863

E-mail：info@ni-japan.com　　　URL　http://www.ni-japan.com/

＊ホームページでは、購読お申し込みやバックナンバー照
会、無料メールマガジン申し込み等がご利用頂けます。

平等な権利を手に入れるために闘うマジョリ

ティー・ワールド（世界の大多数が暮らす南の国々

のことを指す）の障がいを持った人々は、しばしば

その厳しい経済の現実に直面する。政府は資金不

足を理由に、人口の10％あまりを占める障がい者

の適切な社会参加を拒む。しかし、克服すべき問

題はそれだけではない。根強い偏見、無知、無関

心は、しばしば障がいを持った人々を社会の外で

途方に暮れさせる。障がい者の組織が力をつけ、

組織同士の結び付きが広がりはじめるにつれ、変

革への勢いが高まりはじめている。今月のNIでは、

障がいを持った人々のさまざまな背景を紹介し、幅

広い意見を取り上げる。


